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I はじめに

本県内の水道施設は小規模のものや専用水道も含めて

約 l,400ヶ所あるが，それを二つに分けて2年がかりで

全施設の水質試験を行なうように計画がたてられ，昭和

47年度から開始した。昭和48年度はその2年目にあたる

ので試験件数の上では一応2年がかりで 1,400件を越え

たのであるが，実際には水質試験が必らずしも全施設に

亘って行なわれたわけではなかった。昨年47度試験を行

ない，又本48年度も試験を行なったケースが相当ある

し，行政上の指導がなされているにもかかわらず，両年

度間に試験しなかった例も多いからである。

昭和47年度（以下47年度と記す）の本所報の報告にひ

き続いて県内飲料水の展望の意味で昭和48年度（以下48

年度と記す）依頼を受けて行なった水質試験の結果を47

年度と比較しながらまとめてみた。前報同様，試験方法
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や試験項目，並びに判定基準は総て現行水道法に従がっ

たし文中適，不適というのは，此の基準に適合する，し

ないの意味である。

地域区分も前と同様，本県の広域水道整備基本構想に

従がって表 lの10プロックに分けた。

表 1 広域水道図地域区分

地域名

角鹿角市
小坂町

直
鷹巣・阿仁|9悶：塵累貫濯仁町
能代・山本 能代市，藤里町，八森町

二ツ井町，峰浜村

受付件数

構成市町村名 調査対調査対

象件数！魯外件

秋田市

] 1:: 

秋田・臨海 河辺町 151 18 
雄和町

男鹿市，若美町，山本町，
男鹿・南秋 八竜町，琴丘町，八郎潟町 541 4 

五城目町，大潟村，井川町
昭和町，天王町，飯田川町

本荘市，大内町，由利IilJ
本荘・由利 I象潟町，東由利村，矢島町 82 16 

鳥海村，岩城町，西目村
金浦町，仁賀保町

大曲市，田沢湖町，角館町
中仙町，六郷町，西木村

大曲・仙北 太田町，千畑村，仙北町 2051 5 
仙南村，協和町，西仙北町
神岡町，南外村

横手市，平鹿町，雄物）II町

横手・乎鹿突靡，責蒻町，山内村 771 3 

湯沢・雄勝尉畠耐唱謳罰噂呵旦 1 32| 。
計 1 73-3l 73 

鹿

大

試験した飲料水のうち施設の規模の大小を問わず，現

在飲料水として地域住民が使用中のものだけをとり上げ
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た。 48年度依頼を受付件数と飲料水として使用中のもの

の件数を表 1しこ併記した。

:n:不適項目

試験結果の不適項目の内訳を表2に示した。本表中カ

ドミウムは650件について行なったものである。大腸菌

群，一般細菌数は，大曲•仙北地域（以下地域は「大曲・

仙北」というように記す）のみが行なわれたが，これは

該地域管轄の大曲保健所で検査されたもので 115件につ

いて行なった結果である。

表2中総計で不適が10％を越えるものは色度，濁度

直鉄，大腸菌群，一般細菌数の 5項目（47年度は鉄を除

く4項目） 5%を越えるのはマソガン (47年度はマンガ

ン，鉄）であった。

塩素イオン，シアン，水銀，有機燐，弗素，六価クロ

ム， ヒ素，フェノール類，陰イオン活性剤，硬度，味の

II項目では不適をみなかった。 47年度は塩素イオン，硬

度に不適があり，臭気に不適がなかった。

地域別にみて不適の多いのは「鹿角」「大曲・仙北」

「湯沢・雄勝」で50％を越え，ついで「男鹿•南秋」が

40％以上であった。不適率10％以下は「秋田・臨海」だ

けであった。 47年度では不適率50％を越えた地域はな

<, 40％以上が「男鹿•南秋」「大曲・仙北」で「湯沢

・雄勝」 「鹿角」が10％以下であった。

表2 不適項目内訳

上の数字は不適件数， （ ）内の数字は検査数に対する％
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:ur 項目毎の検査結果
1)アンモニア性窒素，亜硝酸性窒素（表3)

基準は「同時に検出されないこと」であるが一方のみ

が検出された場合でも注意が必要と考えられる。表3に

それらの地域別検出数を掲げた。一方のみ検出のものと

同時検出のものを合せると145年19.8%(47年度は110件

14.0%)であった。

47年度はアンモニア性窒索のみを検出したものと亜硝

酸性窒索のみを検出したものが略々同数であったのに，

48年度は亜硝酸性窒素のみを検出したものがアンモニア

性窒素のみを検出したものの約2倍であった。

2)硝酸性窒素（表4)

「男鹿•南秋」にみられた5.9ppm が最高で，総て基

準値以下である。乎均値では最高が「横手・平鹿」の

l.38ppm,ついで「能代・山本」の l.28ppmであり，
最低が「湯沢・雄勝」の0.35ppmであった。

3)塩素イオン（表4)

基準値200ppmを越えたものはなかったが，「能代・山

本」に 118.4ppm「大曲•仙北」に 141.6ppm がみられた。

表4 地域別検出抵乎均値

表3 NH←N, NOr-N検出数

基準＝同時に検出されないこと
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47年度にも山間部である「大曲・仙北」に 347ppmが

見られた。

4)過マンガン酸カリウム消費量（表4)

「男鹿•南秋」に198ppm という異常値がみられた。

10プロックの地域中 10ppm を越えたものが6地域にみ

られたが総乎均値は47年度と同じ4.lppmであった。

5)陰イオン活性剤（表4)

総体に少ない。 「男鹿•南秋」の 0.1 6pp mが最高で

あった。

6)硬度（表4)

基準値300ppmを越えたものは 1件もなかった。平均

値で最高が「鷹巣・阿仁」の65.3ppmである。

47年度の平均値最高は「男鹿•南秋」の 75.3ppm で

あった。

7)蒸発残留物（表4)

基準値500ppmを越えたものが「鷹巣・阿仁」 「能代

•山本」「大曲・仙北」でみられた。平均値では「湯沢

・雄勝」が48年度も47年度も最低であった。総平均値で

は48年度 133ppm,47年度135ppmでほとんど差が見ら

れなかった。

8)水素イオン濃度（表4)

塩基性側へ基準を越えるものはないが，酸性側へ越え

るものが 5件あった。このうち4件は「大曲・仙北」でみ

られたものである。総平均の 6.6は47年度と同じである

9)銅（表4)

「鷹巣・阿仁」で 1件2.73ppmがあった。 47年度は

「大館」で 1件l.04ppmがあったが総乎均 O.Olppmは

47,48両年度変らない。

10)鉄（表4)

89件12.1％が不適である。地域別で不適率の高いのは

「男鹿•南秋」 18.5% 「本荘・由利」 18.3％であるが 10

地域中 7 地域が10％以上不適であった。「秋田•臨海」「

湯沢・雄勝」の不適率が低いのは47年度も同様であった

11)マソガソ（表4)

「横手・乎鹿」が不適率15.6％と高い。 47年度も同地

域が23.2％と高かった。個々にみると「鷹巣・阿仁」の

11.lppmが最高で， ついで「横手•平鹿」の 6.93ppm

が高い。総乎均は48年度がO.lOppmで47年度は0.12ppm

であった。

12)亜鉛（表4)

不適のみられたのは県南と県北であるが， 47年度は県

中央部にも不適がみられた。 48年度の総乎均は0.08ppm

, 47年度の総乎均は0.12ppmであった。

13) 六価クロム

「本荘・由利」にO.Olppm が 1件だけみられた。 基

準値0.05ppm以下ではあるが， 47年度は全く見られな

かったことである。

14)鉛（表4)

「能代・山本」に 0.4lppm が 1件みられた。その他

で基準値O.lppmを越えるものはなかった。

47年度は「本荘・由利」の0.06ppmが最高であった。

15)ヒ素（表4)

いずれも基準値0.05ppm以下であるが「大館」で0.04

ppmが 1件みられた。 47年度の最高値は0.005ppmで

あった。

16 弗素（表4)

「大曲・仙北」にみられた0.80ppmが最高で， 47年

度は「鹿角」の0.60ppmが最高であったが47, 48年度

共不適はみられなかった。

17)臭気（表4)

「男鹿•南秋」に腐敗臭 l 件， 「本荘・由利」に硫化

水素臭 1件がみられた。 47年度は臭気による不適はなか

った。

18)色度，濁度（表2)

色度，濁度共に不適率が高く「秋田・臨海」を除く全

地域に不適がみられる。色度の不適率の最も高いものは

「男鹿・南秋」の29.6%,濁度の不適率で最も高いのは

「大館」の30.9％であった。不適率の総乎均は色度が

11.6% (47年度10.9%)濁度が17.5%(47年度11.8%)

である。

19)ヵドミウム

表5にカドミウムの検出数検出巌等を掲げたが，基準

値O.Olppm を越えるものが「鹿角」に2件みられた。

47年度も同地域に基準を越えるものが同じく 2件あった

表5 ヵドミウム検出盤地域別比較

1検出数 基準
検査。．001 検査 0.01 

地域名 ppm 数の最低値最高値ppm
数 平均 を越え
一尋上 紐塾

鹿 角！叫 叫°.0051不検出lo.019 | 2 
大ー 館154| 5| o.0001不検出|o.007 -1 。

鷹巣・阿仁I701 斗°・叫不検叫 °.005 -1 。
能代・山本I118| 22| o.ooo1不検出|o.0四ー」 。

秋田・臨海LJ 。| 」不検出1不検出 1 。

男鹿•南秋|341 。| 」不検叫不検出 1 。

碑・由利1叫 °| o.0001不検出1°.OOI以下l! 
ー曲・仙北1179| 3| o.0001不検叫 °.00l | 。

横手•平鹿I 77| o p.0001不検出|o.001以下］ 。

湯沢・雄勝| 32| 。| -1不検叫不検出 1 。

計 I650| 38| 
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20)一般細菌数，大腸菌群（表2) を得ない。

「大曲・仙北」で 115件程検査がなされ，そのうちー 細菌検査は一部でしか行なわれていないが，不適率の

般細菌数不適のものが28件24.3%,大腸菌群不適のもの 高いことを考えるとより穫極的に実施されるべきであ

が59件51.3％が不適であった。一般細菌数と大腸菌群を る。

合せてみると115件中66件57.4％が不適になった。 47年 「横手・乎鹿」ではマンガンが県内の他地域より高い

度は不適率41.6％であった。 値を示すのは47年度と同じであり，注意すぺき事であろ

う。

W おわリに

この調査では検査件数の44.2％が水道法の基準に適合

しなかった。昨47年度は34.2％であり，いずれも放置で

きない高率と考えられる。はじめにも述べたように全施

設についての試験結果ではないが，試験に漏れているの

は比較的小規模の水道施設が多いと思われる。環境汚染

の進行いちじるしい今日，過去に問題がなかったからと

いうことだけをたよりにするのは極めて危険といわざる

今後より一層，行政指導を強力に進める必要があると

考えられる。
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